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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 本日、職員旅行によりスタッフが不足している為、事故防止に努める事。

· 本日、八戸短期大学から看護学生2名見学。

· 6/26・27　院内研修予定。

＜利用者様情報＞

・　山田　健次様～昼食後、ロッカー室内にて巴勇樹様に煙草を2本渡している事がある。「食器を洗ってくれたからあげた。」と話される。日頃からやり取りが行なわれていた可能性があり、施設内において物のやり取りは控えるよう両者へ説明している。

・　鈴木　茂子様～本日、今後の居住地について青山荘にて面談予定。本人としては、友人の引っ越

しに伴い空室となったアパートへ居住する事を考えているとの事。更に、むつ食品での夜間の仕事を考えており、その際にはデイケア利用を終了する事を希望される。単身生活となった場合でも、デイケアや訪問看護の利用といった医療機関との関わりを継続する必要がある事を伝えている。最近では、サプリメントの購入により金銭に余裕がなく、姉様へ電話し援助を求めるなど、自己本位な言動が目立っている様子。姉様も本人との交流を控えている様子が見られる。
· 袴田　淑子様～野菜を残している事があり、摂取するよう促すが無言のまま残食している。引き続

き野菜の摂取を促していく。

・　下町サン子様～青風荘から認知症状が悪化している様子があると情報提供受けている。洗濯済みのものと汚れたものを混ぜてしまう事があるとの事。引き続き言動を観察して行く。

・　倉石ヨシエ様～排便4日なかったが、昨晩に排便があったとの事。

・　馬渡　武光様～おかわりを希望されるが、体重コントロール中であり控えるよう伝えているが、再びおかわりをしようとする事がある。
・　清水　秋男様～早朝覚醒あり、眠剤が増薬となっている。本日は睡眠はとれたとの事。便秘傾向もありセンナリド1錠から2錠へと増薬になっている。「漢方薬に変えたら駄目かな。」と話されており、独断で購入し使用しないよう伝えている。引き続き排便状況を確認していく。

・　長瀬紘一郎様～昨日に続き本日も来所途中で前方へ転倒し、腰痛を訴えている。昨日の夕食では水分摂取をした際にむせこみ、朝から不調を感じていたとの事で、お粥を一口のみ摂取し、他は残食している。おかずの肉やレンコンが硬い事を理由に「そうめんにしようかな。」と話される。硬いものは刻んで対応し、栄養バランスの保たれた食事摂取をするよう促していく。

・　村上　元道様～特定男性利用者に対し呼び捨てにしたり、「バカ、アホ。」と発言する事がある。相手とのトラブルには到っていないが不適切な対応であり、そのような言動は控えるよう伝えている。

＜疾患別診療計画立案＞

○中村　与一郎様（36）主治医：千葉　良Ｄｒ　主病名：統合失調症　

【入院歴】Ｈ6.11～Ｈ7.6　　むつ総合病院（発症：17歳時）

　　　　　Ｈ10.9～Ｈ11.8　　　　〃

【治療歴】Ｈ11.8～青山荘入所　、デイケア利用

　　　　　Ｈ14.8.8青山荘退所、青風荘入所

　　　　　Ｈ14.9.11デイナイトケア利用

　　　　　Ｈ24.3.31青風荘退所

　　　　　Ｈ24.4.1青山荘入所

　　　　　Ｈ24.4.2デイケア利用

【現在の状況】

・　デイケアや青山荘には慣れてきたとの事。

・　4月から新しい環境となり、疲労感を感じデイケアを休みたいと希望される。しかし、青山荘でのプログラムが苦手である事を理由にデイケアを利用する事を希望されている。

・　疲労に伴う病状悪化のサインとして、起立時のぎこちない仕草や「小人が見える。」との発言が見られる。現在はそのような状態は見られない。

・　当番などの役割があると気になり、不眠となる事がある。

・　失敗すると気にして落ち込み、立ち直るのに時間を要す。

・　仲の良い利用者と一緒にプログラムへ参加し茶化し合う事多い。

・　主治医から就労に向けた話を受け、気分の高揚が見られる事がある。

・　青山荘退所後は、グループホーム又はアパートへの入居と就労を考えている様子。

長期：環境の変化により、病状を崩さないようにする。

中期：新しい環境に少しずつ慣れながら、環境に合わせた生活を送れるようになる。

短期：①生活リズムを整え、維持する。

②病状変化があった際は相談する。

③プログラムを把握する。

計画：①新しい環境に対応出来ているか確認、又は、観察する。

②環境の変化に弱い面がある為、病状変化が見られないか観察する。また、病状変化に気付かない場合は本人に伝える。

③参加プログラムの把握と行動が出来ているか観察する。また、プログラムの取り組み状況の観察を行う。

【検討結果】

・目標を確認し、参加プログラムを検討する。

＜外来情報＞

・　細越　定生様～昨日、看護学生に対し威圧的な態度を示す事がある。本日、その学生と外来にて遭遇する事があるが、「昨日はどうも。」と穏やかに対応されている。
